
仕様書 

 

１．業務名 

令和８年度 市内遺跡出土文化財整理作業業務委託 

 

２．業務の目的 

令和６年度に逗子市内で実施した発掘調査の報告書作成のため、出土品等の整理作業を行うもの。なお、報

告書の作成は令和９年度に実施予定である。 

 

３．履行場所 

受注者の作業場所 

 

４．履行期間 

契約締結の日から令和９年２月 26日まで 

 

５．業務の内容 

「業務対象一覧」（別紙１参照） 

作業の全体にわたり「神奈川県内における開発事業等に伴う埋蔵文化財発掘調査の調査基準」（平成 23年４

月１日神奈川県教育委員会教育局生涯学習部文化遺産課）に従うものとする。 

 

ａ）遺物洗浄作業 

出土遺物に付着した泥土等を、真水により洗浄のうえ、十分に乾燥させる。 

土壌サンプルがある場合は、ウォーターセパレーション等により土砂中から遺物及び動物遺存体（貝殻類等）

を抽出する。抽出にあたっては、遺物等の大きさに応じて、適切なふるいの目の大きさを選択するものとする。 

 

ｂ）遺物注記等 

出土遺物の裏面または底面等適切な位置に、墨汁・ホワイトポスターカラー等の水性染料及び面相筆等を用

いて、遺跡名、出土位置、出土番号・記号等を注記し、ニス等を用いて表面を保護する。 

 

ｃ）台帳の作成 

全ての出土遺物の内訳（種別、部位等）を台帳（Excel形式）に取りまとめる。（別紙２参照） 

 

ｄ）遺物接合 

接合関係の有無を検討し、接合関係等を台帳に記録したのちアクリル樹脂系接着剤等により接合する。また、

適宜石膏等を用いて補強、復元する。 

 

ｅ）遺物実測等 

以下の各項に留意のうえ出土遺物を実測図化する。 

・ 縮尺は、特に指定のない限り原寸で行う。 

・ 内、外面及び外形を実測図化し、内、外面図には整形痕、磨痕、被熱痕、稜線等を表現する。 

・ 口径残存率が概ね６分の１以上あるものについては極力推定復元図を作成し、それ以下の破片について

は断面図及び内・外面の展開図を基本とする。 



・ 完形及び推定復元実測図の右半面は断面図、左半面は外面図とする。 

・ 特徴的な整形技法等の痕跡が観察される場合は、随時拓本等により実測図を補う。 

 

ｆ）遺物実測図トレース 

・トレースは、ベクタデータ（線・文字等）で作成し、Illustrator10.0相当の AIファイルまたは EPSファ

イルとする。 

・縮尺は３分の１、４分の１等を原則として用い、仕上がりで輪郭線 0.3ミリメートル、整形痕・稜線等は

0.1ミリメートルを基調として用いる。 

・須恵器の断面には黒色の、灰釉陶器の断面には灰色のトーンをデータ上で貼り込む。 

 

ｇ）遺構実測図等トレース 

・トレースは、ベクタデータ（線・文字等）で作成し、Illustrator10.0相当の AIファイルまたは EPSファ

イルとする。 

・縮尺は、平面図及び土壌堆積図を仕上がり 60分の１、仕上がりで調査区境、遺構プランを 0.3ミリメー

トル、遺構下場、層界は 0.1ミリメートルを基調とする。 

・地山（新第三紀層、逗子貝層、ローム質土等）には、各トーンをデータ上で貼り込む。 

・遺構図版等は、現場作業において方眼紙に手書きした原図を貸与するものとする。 

 

ｈ）写真撮影 

写真撮影には原則として 35ミリ一眼レフ以上のカメラ及びモノクロフィルム（ISO100）を用い、出土遺物

の内、外面を個別に撮影する。また、このネガをフィルムスキャナー等でデータ化（等倍で深度 600dpi程度、

TIFF 形式）する。ただし、デジタル一眼レフカメラ（撮像素子 APS-Cサイズ以上かつ有効画素数 1,000万以

上）を用いて撮影する場合は、これに代えることができるものとする。 

 

ｉ）版下作成 

調査地点ごとに遺物図版、遺構図版及び写真図版を作成する。 

版下作成にあたっては『神奈川県逗子市 埋蔵文化財緊急調査報告書９』（逗子市教育委員会 2015）掲載図

版にならうものとし、参考データを支給する。（別紙３参照） 

 

ｊ）遺物観察表作成 

出土遺物の種別、法量、残存率、せいけい技法、胎土、焼成、色調、混入物その他の所見について観察表等

を Word形式で作成し、Illustrator8.0相当の EPS形式で版下を作成する。（別紙３参照） 

 

６．業務の特殊性 

本業務の文化財調査という学術的性格を踏まえ、発掘担当者は、神奈川県内の遺跡に関する専門的な知識及

び経験を有する者（「神奈川県埋蔵文化財事務処理要綱」第６条及び「神奈川県内における文化財保護法第 92

条第１項の規定に基づく届出に係る発掘調査組織の事前把握に関する要綱」第４項に基づく「神奈川県内発掘

調査組織一覧（令和８年度版）」に掲載された者、もしくは同等の能力を有する者）とする。 

 

７．成果品 

納入成果品は、次のとおりとする。 

ａ）出土遺物実測原図（方眼紙等への手書き図） 



ｂ）出土遺物トレースデータ（Illustrator10.0相当の EPSファイル）を収録した電子記録媒体 

ｃ）遺物図版及び写真図版 版下データを収録した電子記録媒体及び印刷原稿（Ａ４判） 

ｄ）遺物観察表データ（Word・TEXT）を収録した電子記録媒体及び印刷原稿（Ａ４判） 

ｅ）遺構トレースデータ（Illustrator10.0相当の EPSファイル）を収録した電子記録媒体 

ｆ）記録写真ネガ・Ｌ版プリント及びこれらのデータ（TIFF形式）を収録した電子記録媒体 

ｇ）上記各一式及びこれらの目録を記載した一覧表（紙出力） 

                                     以上、各一式 

※電子記録媒体については、CD-Rまたは DVD-Rとする。 

※上記諸作業にかかる記録書類等は、ファイル・アルバム等に適宜整理するものとする。 

 

８．検査 

受注者は、作業中随時及び作業終了時点で速やかに逗子市教育委員会社会教育課職員の検査を受けるものと

する。 

検査の結果不合格となった成果品については、受注者は当該成果品の瑕疵を発注者の指示に従い速やかに補

修し、または代品を納入して、検査を受けるものとする。 

 

９．支払 

受注者は、前条の検査に合格したときは、適法な手続きに従って契約金額の全部の支払を請求することがで

きる。発注者は、支払請求があったときは、その日から 30日以内に支払うものとする。ただし、これにより

難いときは、45日以内とする。 

 

10．注意事項 

本業務の遂行に当たっては、対象物が脆弱な文化財であることに留意し、破損、汚損及び紛失等がないよう

取扱いに十分配慮すること。また、貸与した方眼紙原図は、原状を損なうことなく返却すること。 

 

11．個人情報 

個人情報の取扱いについては、別紙「個人情報の取扱いに関する特記仕様書」によるものとする。 

 

12．その他 

本仕様書に明記がない事項及び疑義を生じた場合は、発注者及び受注者がその都度協議して決定するものと

する。 

 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





















 



 

 


